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◇研究概要   
Ⅰ）薬用植物及び伝統薬物の調査研究 
 1) ミャンマーの Yangon Region でサラシアの資源植物の自生状況を調査した（ミャンマー保
健省伝統医療局との共同研究）。 
2) 中国海南省で Salacia 属植物の自生状況を調査した（成都中医薬大学との共同研究）。 
3) モンゴルで防風の資源植物の自生と栽培状況を調査した（モンゴル国立大学との共同研究） 
Ⅱ）薬用植物・生薬の多様性の解析 
 1) アジア産 Curcuma 属植物についてクルクミノイド生合成酵素遺伝子イントロン長多型
（ILPs）解析を行い，同属植物の分類に ILPs 解析が有用であることを明らかにした。 
2) 骨砕補市場品，Drynaria fortunei 及び関連植物の根茎について TLC 法による成分比較を行
い，正品である骨砕補を判別する TLC 条件を確立し，その指標となる成分を明らかにした。 






茎の成分分析を行い，栽培 4 年目及び 5 年目の株の地下部が生薬「刺五加」として使用で
きる可能性を示唆した。 
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